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（ⅰ）マルチリヨの鑑　―――「模範」を説いた文書、慶長年間（1596 ～ 1614 年頃）作
（ⅱ）マルチリヨの勧め―――「意義」を説いた文書、元和年間（1615 ～ 1623 年頃）作

















































(10)　当時、教皇グレゴリウス 13 世（在位 1572-1585）は、ヴァリニャーノの依頼に応じて、日本布教独占



































































(16)　原著の表題は、“Introducción del symbolo de la fe en la qual se trata de las excelencias de la Fe, y de los dos 
principales mysterios dellas que son, la creacion del mundo, y la redempcion del genere humano, con otras cosas 
anexas a estos dos mysterios : repartida en quarto partes”（信仰綱要序論。信仰の卓越性、および二つの主要
な玄義、すなわち、世界の創造と人類の贖い、さらにこれら二つの玄義に付随する各論を四部に分けて
論ずる）いう長いもので、表題のとおり四部構成で執筆された。その後これを要約した “Quinta parte de la 
























養成のテキストとして著した『日本のカテキズモ』（Catechismus Iaponensis、1586 年刊）(21) を
見ると、当時のキリシタンへの布教内容は、創造主宰神デウスの存在にはじまって、「まんだめ














































































































































































































































































































応唱した。（1561 年 10 月 8 日付、府内発信、ジョアン・フェルナンデスの書翰）
















































心会も日本に伝えられ、1609 年に生月島、1617 年に長崎で、さらに 1619 年には江戸で形成され
ている。そうした組では、メンバーの個人的聖化のために毎週金曜日には集会が行われ、そのほ
か、毎月の告白と、五つの主な祝日に聖体拝領を行うことが義務づけられていた。そこでの目的
は、実践的な隣人愛精神を育むことにあり、信徒たちは常に模範的生活を行い、皆の手本となる
ことが求められた。(55) そして同時に、そうした活動を通して、来たる弾圧下においても信仰を
保持する覚悟をより強固にさせることが、組の重要な目的として存していたのである。
　長崎では教区付の在俗司祭である村山フランシスコ（生年不詳 -1615）が、聖アントニオ教会
の主任司祭として「クルスの組」を設立し（後に、ドミニコ会系の「イエズスの御名の御組」と
合併）、多くの殉教者を輩出しており、また東北地方では、最上地区の布教を任されたフランシ
スコ会司祭ガルベス Francisco Galvez（1575/6-1623）が、組制度を採り入れていたことが写本史
料により確認でき、「こんふらりや」がキリシタンたちの間に浸透し、機能していたことをいっ
そう確信させるのである。
(55)　とりわけ貧者や病者、臨終の人を引き受けて世話することが強く勧められ、たとえば少なくとも一ヶ
月のうちに一度は病者を見舞わねばならなかった。
(56)　大橋幸泰『キリシタン民衆史の研究』東京堂出版、2001 年、p.217。
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まとめにかえて
　近代以降、啓蒙思想の普及にしたがい、個人の自由や信念の神聖化が広く認められ、それが伝
統的宗教の役割を代行するまでになったといわれるが、これは換言すれば近代に個人の自由が登
場する以前、それを担うものは宗教であったということになろう。つまり、近代的な「個人」と
いう概念が確立以前の「個」とは、共同体のなかで自覚される「個」であり、個別的に信仰に向
かう「個」であった。ならば、その意味で、マルチリヨに向かうキリシタン各人は「個」を自覚
していたことにならないであろうか。キリシタンのマルチリヨについて考える場合、キリスト教
の教義が、政治的判断上そぐわなかったとか、神道や仏教といった日本の伝統思想の反発を招い
たゆえに信徒が死へと“追いやられた”との見方が一般的であるが、そうではなくキリシタンた
ちが、むしろ積極的な判断として死を選択したと考えうるならば、ヨーロッパでの民衆宗教運動
が日本においてはマルチリヨというかたちで顕現したと捉えられるであろう。
　なお、「潜伏キリシタンのコンフラリヤの組織は必ずしも村落機構に合致するものではなく、
非キリシタンもキリシタンの存在を許容」するものであり、「コンフラリヤの経済的機能から生
じる恩恵は、非キリシタンにも与えられるものであった」との大橋幸泰の指摘 (56) は、キリシタ
ンの組を通して、非キリシタンまでを含めた当時の人々に、「個」の自覚を認識させる契機となっ
たと考える一助となるように思われる。また、ヨーロッパのキリスト教文化圏では、自立した個
の確立や人格概念の形成が「終末論」によって促されたとの考え方がある。この点についてもマ
ルチリヨで説かれる終末という観点から考察しなければならないが、これらについては今後の課
題としたい。
（はざま・よしき　京都光華女子大学非常勤講師）
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